
引用記事 日経新聞 ロイター 化学工業日報 燃料油脂新聞

２０２1年　7　月　14　日　　担当　小松

ＯＰＥＣプラスの停滞、市場の逼迫や変動もたらす恐れ＝ＩＥＡ

［ロンドン　１３日　ロイター］ - 国際エネルギー機関（ＩＥＡ）は１３日、石油輸出国機構（ＯＰＥ

Ｃ）とロシアなど非加盟の主要産油国でつくる「ＯＰＥＣプラス」内の対立が続く中、増産を巡る協議の

停滞が長引けば市場の逼迫や変動をもたらす恐れがあると警告、新型コロナウイルスのワクチン接種の進

展で石油需要は急増しているとの認識を示した。

ＩＥＡは月報で「わずかだが、市場シェアを巡る争いが起きる可能性があり、これが市場の重しとなって

いる。また、燃料価格の上昇でインフレが進行し、脆弱な景気回復が腰折れする可能性も、市場の重しに

なっている」と表明。

「ＯＰＥＣプラスの停滞は、妥協が成立するまで、生産枠が７月の水準で維持されることを意味する。こ

の場合、石油市場は大幅にタイトになる。需要は、昨年の新型コロナ流行に伴う急減から回復している」

と述べた。

ＩＥＡは、一部の国では感染拡大が依然として主要な下振れリスクだが、大半の先進国の石油在庫は歴史

的な平均水準を大幅に下回っており、今年秋の石油在庫の取り崩しは、少なくとも過去１０年で最大にな

ると予想した。

「ＯＰＥＣプラスの生産方針が明らかになるまで、石油市場は不安定な状態が続く公算が大きい。こうし

たボラティリティーは、秩序ある確実なエネルギー移行に寄与せず、生産者の利益にも消費者の利益にも

ならない」としている。

ＯＰＥＣプラスは、減産の延長を巡ってサウジアラビアとアラブ首長国連邦（ＵＡＥ）が対立。関係者に

よると、週内に協議が再開される公算は小さいもようだ。市場では、対立が解消しない場合、協定そのも

のが破棄され、市場シェアを巡る争いが激化しかねないと懸念している。
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ばら積み船用船料、中型3カ月で2倍超　中国向け穀物増で
　　　　　　　　　大型船も高値圏　海運業績に追い風・輸入企業はコスト増              その１

穀物や石炭を運ぶ中型ばら積み船のスポット（随時契約）用船料が一段高となっている。ハイテク分野で米中対立が激化

する中でも、家畜飼料となる米国産トウモロコシについては中国の需要が旺盛で輸送は堅調。6月以降値上がりが加速し、

春に記録した10年ぶりの高値を大きく上回っている。鉄鉱石を運ぶ大型船など、ばら積み船市況は全面高の様相だ。海運

会社の業績には追い風だが、円安傾向も相まって日本企業の調達コストは一段と増えそうだ。

大豆やトウモロコシ、石炭といった貨物を運ぶ中型船の指標となるパナマックス（載荷重量約8万トン）の用船料は現在、

主要航路平均で1日あたり3万7000ドル前後。4月の直近安値から3カ月で2倍を超え、10年ぶりの高値を記録した3月と5月

の2万7500ドル近辺よりも3割超高い。前年同期比では2.6倍と、2010年以来11年ぶりの高水準だ。

中国による米国産トウモロコシの大量買い付けが市況を押し上げている。家畜伝染病のアフリカ豚熱（ASF）のまん延で大

幅に減った豚の飼養頭数が回復し、継続的に飼料用のトウモロコシが必要になっている。

中国はこれまでトウモロコシの自給政策をとってきたが、21年に入って輸入を急増させている。米農務省によると、20～

21穀物年度（20年9月～21年8月）の中国の輸入量は2600万トンと前年度（760万トン）の3.4倍になる見込み。わずか1年

で一気に世界最大の輸入国となる。21～22穀物年度の輸入量も前年度比横ばいの2600万トンと予想されており、底堅い輸

送需要が見込まれている。
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米中はハイテク分野などでの対立が続いているが、実需に支えられたトウモロコシの輸送に影響は出ていない。日本郵船

の担当者は「政治的なリスクには注意が必要だ」とした上で、「一度輸入に頼ると、簡単には自給に切り替えられない」

と指摘する。

大豆の輸送需要も強い。例年3～5月にブラジル産大豆の出荷が最盛期を迎え、6月ごろから減るケースが多い。ただ今年は

作付け遅れで収穫も後ろにずれたため「6月に入っても大豆出荷に向けた船の引き合いが続いた」（業界関係者）。

さらに、夏の電力需要期に向けた石炭の輸送需要も市況を下支えしている。「中国の石炭在庫が少ない上に、天然ガス価

格が石炭と比べて割高となり、欧州などで発電用の調達が活発化している」（日本郵船）

木材や紙パルプ、穀物などを運ぶ中小型船の指標となるハンディマックス（載荷重量約5万8000トン）の用船料も3万2000

ドル前後と前年同期の3.4倍まで高騰している。中国向けのトウモロコシ輸送にパナマックスが足りず、代用される例もあ

るようだ。

コンテナ船の混乱に伴い、コンテナ輸送が多い木材や鋼材がばら積み船の貨物として流入しており、需給逼迫の一因と

なっている。

鉄鉱石を運ぶ大型ばら積み船の指標、ケープサイズ（載荷重量約18万トン）の用船料は中国の調達を背景に高値圏で乱高

下している。5月に1日あたり4万4800ドルと10年ぶりの高値をつけた直後に急落。その後反発して足元では3万1000ドル近

辺で推移する

想定以上に好調な市況は国内海運の業績改善につながる。商船三井の梅村尚最高財務責任者（CFO）は「ここ数年にはな

かった力強い市況で、期初の想定よりも売上高が積み増されている」と話す。一方で原料を輸入する企業にはコスト増に

直結し、鋼材や飼料といった製品価格のさらなる押し上げ要因に働きそうだ。
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脱炭素の不都合な真実   十字路

世界で異常気象が猛威を振るっている。日本では長雨と豪雨が土石流を起こし、北米ではヒートドーム

現象による熱波から北西部で気温がセ氏40度後半まで上昇している。高温現象は欧州やシベリアでも観測

され、地球温暖化が極端な気象と自然災害を引き起こしていると思われる。

異常なのは気象だけではない。発電燃料の天然ガスや石炭の相場も上昇を続けている。欧州の天然ガス価

格は昨年の3倍、年初から2倍まで上昇、今の水準は13年ぶりの高値にある。天然ガスを液化したLNGも昨

年の安値から7倍、発電用の石炭も10年ぶりの高値をつけている。

低炭素燃料として重宝される天然ガスだが今冬が長い厳冬だったことから暖房需要が旺盛で例年以上に在

庫が減少、ロシアからのパイプラインガスの供給が減り在庫が積み上がらない。中国が日本を抜いて世界

最大のLNG輸入国に躍進したことから欧州向けLNG供給が減少したこともガス不足に拍車をかけた。

一方でシェール革命により一大産ガス国に躍進した米国だがコロナ禍で落ち込んだシェールガス生産が回

復していない。米国のガス価格も年初から3割超上昇しているがシェール業者は量（増産）よりも質（収

益性）を重視する経営戦略に転換したことから世界のガス市況を冷やすほどには増産は期待できない。

地球温暖化が進んで異常気象が常態化し気温の変動幅が拡大すればするほど冷暖房用の発電需要が増えて、

化石燃料の需要が増えるという悪循環が起きている。

化石燃料離れが進む中、異常気象が頻発するのはまさに脱炭素が生んだ不都合な真実。脱炭素には自然エ

ネルギーが不可欠だが自然が牙をむく時には化石燃料が生命線になる。有事と平時のバランスが肝要だろ

う。
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